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活性化リンパ球培養キットは、イヌおよびネコの末梢血から簡便に活性化リンパ球を培養するキットです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

培養バック、培地、ピペット類まで培養に必要なすべてをセットにしたオールインワン培養キットです。 
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弊社の活性化リンパ球培養キットを用い、イヌの末梢血を培養しました。得られた培養細胞では、がん細胞への攻撃能力を

高める IFN-ɤ や鎮痛作用を発揮するオピオイドの一つである proenkephalin の遺伝子発現量は培養前と比べそれぞれ

3.5 倍、2.7 倍に上昇しました(図 1)。また、この培養細胞をがん細胞と一緒に培養するとほとんどのがん細胞が死滅しました

(図 2)。これらのことから、増殖した細胞からオピオイドが産生されるとともに、IFN-ɤ 産生も増加してがん細胞の死滅能力が

上昇していることがわかります。 

 

（左図：紡錘形のがん細胞（黄矢印）が増殖、右図：が

ん細胞が死滅）       
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培養中のイヌ ADSC イヌ CFU-F 活性化リンパ球の遺伝子発現量（図 1） がん細胞への殺腫瘍活性（図 2） 


